












































































































アゴ・デ・コンポステーラ市においては、Turismo de Santiago 
Information Centerで、和歌山県田辺市においては、世界遺
産熊野本宮館及び田辺市観光センターの2か所で行われて
いる。
Ⅴ．筆者の巡礼
　筆者は和歌山県西牟婁郡上富田町に生まれ育った。口熊
野とも呼ばれる上富田町は人口約 15,000 人の小さな町である
が、熊野古道沿いに設けられた神社である熊野九十九王子
のうち、特に格式が高いとされる五躰王子の一つである稲葉
根王子を有する。幼少期より熊野古道は常に筆者の身近にあ
り、現在も休暇を利用して繰り返し訪れている。2017 年 4月
からの1年間、筆者は職場から派遣型研修という形で和歌山
大学大学院観光学研究科へ派遣された。熊野古道を修士論
文のテーマとしていたこともあり、夏季休暇を利用してかねてよ
図 1　サンティアゴ巡礼路	巡礼手帳
図 2　サンティアゴ巡礼路	巡礼証明書
図 3　熊野古道	スタンプ
図 4　二つの道の巡礼者	証明書
Tourism Studies
観光学 65
65
り興味のあったサンティアゴ巡礼を行うことを決めた。筆者が
歩いたのは、最も主要なル トーである「フランス人の道」のうち、
壮麗なステンドグラスを有するゴシック建築の大聖堂があるレオ
ンから、サンティアゴ・デ・コンポステ ラーまでの約 320㎞である。
　関西国際空港発、香港経由で降り立ったマドリー ド・バラハ
ス空港から、高速バスでレオンへ至る経路は、乗り継ぎの時
間も併せて約 28 時間を要した。そして、巡礼者用の宿、ア
ルベルゲで巡礼手帳を手に入れ、巡礼を始めた。巡礼路沿
いに点在するサンティアゴ大聖堂の方向を指す黄色の矢印を
追いかけながら、平均して30㎞前後を毎日歩き続け、11日間
かけてサンティアゴ・デ・コンポステ ラーを目指した。毎朝 7時
ごろから歩き始め、昼食をはさんで14 時から15 時ごろまで歩
き、一日の行程を終えて辿り着いた街で、その日のアルベルゲ
を探し、洗濯・食事を済ませて就寝するというのが大まかな一
日の流れであった。道中は巡礼者のための整備がよく行き届
いており、宿も食事も安価で済ませることができた。アルベル
ゲは基本的に大部屋で、小さなところで6人程度、最も大き
なところでは100 人以上が同じ部屋で寝ることもあった。巡礼
の合言葉は「Buen Camino!!（よい巡礼を）」であり、巡礼
者同士で声を掛け合うことはもちろん、アルベルゲやバルのス
タッフ、街の人々から頻繁にこの言葉を掛けられ励まされた。
図 5　サンティアゴ大聖堂の方角を指す矢印
　歩き始めて3日ほどは、肉体的な疲労を強く感じた。真夏
を少し過ぎたばかりのスペインの暑さには力を奪われ、慣れな
いバックパックを背負った体のあちこちに痛みを覚えた。その
後はだんだんと巡礼生活に体が慣れ、景色や雰囲気を楽しむ
余裕が生まれてきた。歩みを進めるたびに様 な々風景が現れ、
葡萄畑の間を縫うように進むこともあれば、乾いた荒野の間を
何時間もひたすら歩くこともあった。熊野の森と同じ雰囲気を
感じさせる森を通ったこともあった。1,300mを超える峠をひた
すら登っている最中、前から馬が駆けて来て、慌てて脇へ避
けたりもした。
　同じくらいのペースで歩く他の巡礼者とは、ほとんど毎日顔
を合わせることになった。国籍も年齢もバラバラで、高校生の
青年もいれば、還暦を過ぎた夫婦もいた。お互いの巡礼のきっ
かけや、母国について話をしながら歩き、スーパーで買い出し
をしてアルベルゲのキッチンで夕食を共にすることもあった。巡
礼者それぞれが、さまざまな理由を抱えて巡礼に訪れていた。
同年代のドイツ人とベルギー人と仲良くなり3日間ほど一緒に
歩いたが、2人とも身長が 2m近くあり、会話が常に頭上から
聞こえた。歩幅の差を埋めるために素早く足を動かす必要が
あり、悔しい思いをしたことを覚えている。自らの巡礼のきっか
けを説明する際には共通巡礼について説明し、熊野古道を歩
きに日本を訪れるようPRもしておいた。
　巡礼の最終日、初めてサンティアゴ大聖堂が目に見えるモン
テドゴソ（スペイン語で「歓喜の丘」を意味する）からの最
後の5㎞で巡礼が終わってしまう寂しさが込み上げてきた。11
日間の巡礼に思いを巡らせながら順調に歩き、サンティアゴ大
聖堂へたどり着いた。大聖堂の前のアルマス広場では、巡礼
者同士で抱き合ってお互いの巡礼達成を称えあった。日が暮
れるまで広場に座り込み、余韻に浸る巡礼者も少なからずい
た。大聖堂で巡礼者のためのミサに参加した後は、巡礼事
務所で巡礼証明書を受け取り、顔見知りの巡礼者から初めて
会う巡礼者まで、大勢で集まってスペインビールを飲みに出か
けた。
Ⅵ．最後に
　本稿では、二つの「道」の世界遺産について概要と共通
巡礼の条件を説明するとともに、筆者のサンティアゴ巡礼につ
いてのレポ トーを行った。巡礼という行為は、信仰の有無にか
かわらず、自分という存在について深く考えを巡らせる営みで
ある。サンティアゴの巡礼路、熊野古道のどちらの道も、雄大
な自然の中で、ゆっくりと呼吸をしながら、自分のペースで一
歩ずつ前へ進む。もちろん肉体的には疲労するが、一方で心
は満たされていくことを、身をもって経験した。
　サンティアゴ巡礼については、特に大学生に経験してほしい
と思う。巡礼を志してからサンティアゴ大聖堂に辿り着くまでの
間、荷造り、ル トーの確認、毎日の宿探し、洗濯など、身の
回りのすべてを自分自身で行う。スペインやヨーロッパの一部
の国では、サンティアゴ巡礼の証明書が就職活動において有
利に働くという話があるほどに、健康で自立した人間になるた
めに絶好の経験であると言える。また、このような巡礼文化が
熊野古道や和歌山県域でも浸透することを切に願う。様々な
国からの巡礼者と出会い、交流をしながら、自らの足でひたす
らに歩くという行為を通じて、きっと新しい自分に出会えるはず
である。自分だけの素晴らしい巡礼に、ぜひ旅立ってほしい。
もちろん、スペインと和歌山の両方へ。
　Buen Camino!! よい巡礼を。
注
1 ）正確には、「紀伊山地の霊場と参詣道」に含まれる高野山町石道は、
熊野古道ではない。
2）正確には、登録上「フランスのサンティアゴ・デ・コンポステーラの
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巡礼路（1998 年登録）」と「サンティアゴ・デ・コンポステ ラーの巡礼
路（1993 年登録）」の２件に分かれる。
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